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森林整備課

平成31年度 平成30年度

(１) 「企業の森」推進事業 予算： 2,697千円 3,126千円

目 環境貢献に関心のある民間企業等の資金や人材の導入による産官連携した森林整備・環境貢献

的 等を進めるため、新たな企業等の誘致推進を図る。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・企業訪問による勧誘

事 ％ ％ ％ ・アジアを代表する環境総合展に出展し、

業 県内外全域 県 2,697 0 100 0 事業のＰＲと環境事業を展開する企業

概 等の情報を収集

要 ・事業に関する情報誌発行

・参画企業の間伐材等を利用したオフィ

スでの木製品活用を支援

備

考

平成31年度 平成30年度

(２) 紀の国森づくり基金活用事業 予算： 399,650千円 405,200千円

目 森林を県民の財産として守り育て、次の世代に引き継ぐため、森林整備を積極的に推進すると

ともに、森林の公有林化、子供達への森林学習及び県民が広く参加するための公募事業等を推

的 進する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・森林整備（集落周辺の未整備森林を山

％ ％ ％ 地災害等に強い森林に造成のための間

県内全域 県 399,650 － 100 － 伐等、奥地林等の間伐対策、里山整備

事 市町村 ほか）

業 森林組合 ・緑育推進事業

概 団体等 ・公募事業

要 ・森林の公的管理推進

・市町村民の森づくり

・普及啓発

・護摩壇山植生再生等

・その他税の目的に合致した事業

紀の国森づくり基金条例

備

考
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森林整備課

平成31年度 平成30年度

(３) わかやま森林と緑の公社事業 予算： 222,315千円 215,109千円

目 一般社団法人わかやま森林と緑の公社に事業資金を貸し付けることを通じて、森林の造成及び

的 その適正な管理を図ることにより、県土の保全、農山村の振興、県民の福祉の向上に寄与する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・公社分収造林地3,787haの森林に対し、
％ ％ ％ 間伐、作業道開設等を行う。

事 県内各地 わかやま 222,315 0 100 0

業 森林と緑

概 の公社

要

分収林特別措置法

備

考

平成31年度 平成30年度

(４) 植物公園緑花センター等管理事業 予算： 68,280千円 81,273千円

目 県民の緑に対する意識の高揚を図るため、植物公園緑花センター及び根来山げんきの森の適正

的 な維持管理を実施する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合 【植物公園緑花センター】

千円 国 県 他 ･公園面積 12ha
％ ％ ％ ･主な施設

植物公園 県 68,280 0 100 0 パノラマ花壇、わんぱく広場、木製遊具

事 緑花ｾﾝﾀｰ 展望台、温室、バラ園、水生植物園、

業 (岩出市 樹木園、芝生広場、梅園、紫陽花園

概 東坂本) ・施設修繕 トイレ改修 １か所(大広場)

要 【根来山げんきの森】

根来山 ・面積 194ha
げんきの森 ・主な施設

(岩出市 荒天避難施設、げんきの森工房、

根来) 遊歩道、バリアフリートレイル

和歌山県植物公園緑花センター設置及び管理条例

備 指定管理者（指定管理期間）：ＮＰＯ法人根来山げんきの森倶楽部（H31.4.1～ H34.3.31）
考 根来山げんきの森設置及び管理条例

指定管理者（指定管理期間）：ＮＰＯ法人根来山げんきの森倶楽部（H31.4.1～ H34.3.31）
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森林整備課

平成31年度 平成30年度

(５) 護摩壇山森林公園管理事業 予算： 9,133千円 13,812千円

目 本県有数の広葉樹林の景観利用や森林とのふれあい、緑や自然環境の大切さを学ぶことのでき

的 る森林公園の有効利用を促進する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ･森林公園面積 329ha
事 ％ ％ ％ ･主な施設

業 護摩壇山 県 9,133 0 100 0 林間広場、観察スポット、野外ステージ

概 森林公園 総合案内所、遊歩道、休憩所、駐車場

要 (田辺市龍 ・施設修繕 総合案内所外壁

神村龍神)

護摩壇山森林公園設置及び管理条例

備 指定管理者（指定管理期間）：田辺市（H31.4.1～ H34.3.31）
考

平成31年度 (平成30補正) 平成30年度

(６) 一般治山事業（復旧治山） 予算： 841,619千円 (394,166千円) 951,600千円

目 山腹崩壊地、浸食された土砂が異常な堆積をしている渓流などの荒廃山地を復旧整備し、災害

的 の防止、軽減を図る。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・過年災害にかかる復旧工事

％ ％ ％ 渓間工事

事 海南市 県 841,619 50 50 0 （治山ダム工、護岸工等）

業 東畑 外 山腹工事

概 (16箇所) （土留工、緑化工等）

要

国庫補助事業

採択基準：人家10戸以上(山地災害危険地区に関する情報が住民に周知されている場合)、又は

備 主要公共施設、農地(10ha 以上)、ため池(貯水量3万㎥以上)等に被害を及ぼすもの
で、１施行箇所の事業費 全体計画 7,000万円以上（里山等保安林機能強化対策を

行う場合は全体計画 8,000万円以上）

考

※ 平成31年度は、上記以外に国の平成30年度第２次補正（平成31年度前倒し等）として

予算額 394,166千円がある。〔実施地区：日高川町川原河 外 (4箇所)〕
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森林整備課

平成31年度 平成30年度

(７) 一般治山事業（緊急予防治山） 予算： 31,500千円 42,000千円

目 地域における減災に関する取組と併せて行う水源の涵養及び山地災害の防止のために、緊急的

的 に行う荒廃危険山地の崩壊等の予防を実施する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・荒廃危険山地の崩壊等の予防

事 ％ ％ ％ 山腹工事

業 田辺市 県 31,500 50 50 0 （固定工、転石整理工等）

概 本宮町渡瀬

要 (1箇所)

国庫補助事業

採択基準：① 人家10戸以上

備 ② 山地災害危険地区に指定されており（山腹崩壊危険度が「ａ１」評価であって、

さらに保全対象の被災危険度が「ａ２」評価）、さらに山地災害危険地区に関す

考 る情報が地域住民に周知されていること。

③ 事業費（年度計画） 山腹 800万円以上

平成31年度 平成30年度

(８) 一般治山事業（緊急総合治山） 予算： 21,000千円 － 千円

目 災害関連緊急治山事業を実施した地区及びその周辺地区において、次年度以降おおむね３年度

で一定の計画に基づき行う荒廃山地の復旧整備及び荒廃危険地区の崩壊等の予防のための保安

的 施設事業を実施する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・荒廃危険山地の復旧

事 ％ ％ ％ 山腹工事（緑化工等）

業 かつらぎ町 県 21,000 50 50 0

概 花園梁瀬

要 (1箇所)

国庫補助事業

備 採択基準：① 災害関連緊急治山事業を実施した地区及びその周辺地区

② 災害関連緊急治山事業に引き続き次年度以降おおむね３年度で保安施設事業を

実施

考 ③ 事業費（年度計画） 山腹 800万円以上、渓間 1,500万円以上
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平成31年度 平成30年度

(９) 一般治山事業（地すべり防止） 予算： 190,631千円 169,468千円

目 地すべり防止区域において災害を未然に防止し、地域住民の生命、財産の保護と県土の保全を

的 図るため、地すべり防止工事を実施する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

事 千円 国 県 他 ・地すべりの活動を防止し、軽減するた

業 ％ ％ ％ めに必要な抑制工及び抑止工を実施す

概 新宮市 外 県 190,631 50 50 0 ることで安全を確保する。

要 (2地区)

国庫補助事業

備 採択基準：人家10戸以上、又は主要公共施設、農地、ため池等に被害を及ぼすもの。

全体計画1億円以上

実施箇所：新宮市熊野川町宮井奥谷地区

考 那智勝浦町那智山南谷地区

平成31年度 平成30年度

(10) 一般治山事業（水源地域整備） 予算： 128,415千円 128,100千円

目 水資源の確保、自然環境の形成の面から特に重要な水源地域の保安林を対象として複層林への

的 誘導、天然林改良等を重点に水資源の整備を図る。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・渓間工、山腹工による荒廃地の復旧の

事 ％ ％ ％ ほか水土保全施設の整備

業 田辺市 外 県 128,415 50 50 0 ・荒廃森林に対し複層林への誘導・本数

概 (1地区 調整伐を実施する。

要 5箇所)

国庫補助事業

採択基準：・水源森林再生対策

① 給水対象100戸、森林面積200ha以上、②森林面積3,000ha以上、複層林への
備 誘導・造成100ha以上③森林面積1,000ha、複層林への誘導・造成50ha以上の

いずれかであること。全体事業費１億５千万円以上

・奥地保安林保全緊急対策

考 ① １，２級河川上流で保安林面積50ha以上
② 事業費（年度計画）800万円以上

実施箇所：・水源森林再生対策 1地区 田辺市龍神村殿原地内

・奥地保安林保全緊急対策 7箇所 有田川町下湯川 外
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平成31年度 平成30年度

(11) 一般治山事業（保安林改良） 予算： 30,765千円 16,800千円

目 気象災、病害獣害等による被災林の改良を実施又は過密林となり土壌の流出等荒廃の進んでい

的 る森林に対し、本数調整伐等を実施することで健全な保安林を育成する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・森林所有者等の責に帰しえない原因の

事 ％ ％ ％ ため、現況が著しく悪化している保安

業 広川町 県 30,765 50 50 0 林を対象とし、本数調整伐を実施する。

概 前田 外

要 (4箇所)

国庫補助事業

備 採択基準：① 人家10戸以上、又は主要公共施設の保護

② 1施行箇所の事業費（年度計画）200万円以上

考

平成31年度 平成30年度

(12) 一般治山事業（保育） 予算： 31,710千円 43,050千円

目 健全な保安林を育成するための、既往の治山施行地の森林又は水源地域の機能が低位な保安林

的 を対象として下刈、除伐、本数調整伐等の保育を実施する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・保安林機能の充実した森林に誘導する

ための、本数調整伐の実施

事 紀美野町 県 31,710 1/3 2/3 0

業 松ヶ峯 外

概 (4箇所)

要

国庫補助事業

備 採択基準：① 既往の治山工事施行地で保育を必要とする箇所

② 水源地域整備事業の対象地で保育を必要とする箇所

考 ③ 1施行箇所の事業費（年度計画）50万円以上



- 7 -

森林整備課

平成31年度 (平成30補正) 平成30年度

(13) 一般治山事業（予防治山） 予算： 351,750千円 20,476千円 410,550千円

目 山腹崩壊危険地、浸食などにより荒廃のきざしのある渓流などの荒廃危険山地の崩壊等を未然

的 に防止する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

事 千円 国 県 他 ・災害の未然防止

業 ％ ％ ％ 渓間工事

概 橋本市 県 351,750 50 50 0 （治山ダム工、流路工等）

要 高野口町 山腹工事

嵯峨谷 外 （土留工、固定工等）

(9箇所)

農山漁村地域整備交付金事業

備 採択基準：人家10戸以上(山地災害危険地区に関する情報が住民に周知されている場合)、又は

主要公共施設、農地、ため池等に被害を及ぼすもので、

１施行箇所の事業費（年度計画）山腹工事 800万円以上、渓間工事 1,500万円以上

考 （里山等保安林機能強化対策を行う場合は、（年度計画）山腹工事 1,000万円以上、

渓間工事 1,700万円以上）

※ 平成31年度は、上記以外に国の平成30年度第２次補正（平成31年度前倒し等）として

予算額 20,476千円がある。〔実施地区：田辺市本宮町下湯川 (1箇所)〕

平成31年度 平成30年度

(14) 一般治山事業（治山施設機能強化） 予算： 131,250千円 － 千円

目 既存の治山施設を有効活用して、山地災害を未然に防止し、生活環境基盤の整備に資するため

的 機能強化対策及び老朽化対策を実施する

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

事 千円 国 県 他 ・老朽化対策工事

業 ％ ％ ％ ・上記対策に必要な点検診断

概 田辺市 県 131,250 50 50 0

要 龍神村 外

(4地区)

農山漁村地域整備交付金事業

採択基準：・機能強化対策

備 ① 既設の治山施設がある山地災害危険地区で、人家等10戸以上

② 全体計画の工事規模が 3,000万円以上 ほか

・老朽化対策

考 ① 一級河川、二級河川上流またはその他河川や地域（市街地または人家10戸以

上の集落、小学校等主要公共施設ほか）の保護。

② 災害が発生または発生するおそれがある場合の避難経路等の確保 ほか

工事規模：１施行箇所の事業費（年度計画） 200万円以上
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平成31年度 平成30年度

(15) 一般治山事業（漁場保全関連特定森林整備） 予算： 29,190千円 26,250千円

目 水源涵養機能や土砂流出防止等を有し、河川水を通じて豊富な栄養塩類等を漁場へ供給するな

的 ど、沿岸漁場環境を保全する森づくりの推進を図るため、健全な保安林を育成する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・荒廃森林に対し、複層林への誘導・造

事 ％ ％ ％ 成、本数調整伐等を実施する。

業 白浜町 県 29,190 50 50 0

概 十九渕 外

要 (2箇所)

農山漁村地域整備交付金事業

採択基準：奥地保安林保全緊急対策 ① 保安林面積 50ha以上
備 ② 事業費（年度計画）800万円以上

保安林改良 ① 人家10戸以上、又は主要公共施設の保護

考 ② １施行箇所の事業費（年間計画）200万円以上

平成31年度 平成30年度

(16) 災害関連緊急治山事業 予算： 300,000千円 300,000千円

目 豪雨等の災害により新たに発生し、又は拡大した荒廃山地を当該発生年に緊急に復旧整備し、

的 人家、道路、公共施設等の安全を確保する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・豪雨等による災害が発生した場合、公

事 共の利害に密接に関係し、民生安定上

業 － 県 300,000 2/3 1/3 0 放置しがたい崩壊地等を当該年度に緊

概 急に復旧する。

要

採択基準：人家10戸以上に被害を与えると認められるもの。

備 又は、迂回路のない国道・県道・市町村道に被害を与えると認められるもの等で

1箇所の復旧事業費が600万円を超えるもの。

考
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森林整備課

平成31年度 平成30年度

(17) 林地荒廃防止施設災害復旧事業 予算： 150,000千円 150,000千円

目 豪雨等により被災した治山施設を緊急に復旧することにより、人家、公共施設、道路等に対す

的 る災害を未然に防止し、民生の安定を図る。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・県が維持管理している治山施設が被災

した場合、その復旧を行う。

事 － 県 150,000 2/3 1/3 0

業

概

要

採択基準：保安林として県が維持管理している治山施設で、最大24時間雨量が 80mm 以上の
備 降雨により生じた災害で、１箇所の工事規模が 120万円以上のもの。

考

平成31年度 平成30年度

(18) 県土防災対策治山事業 予算： 167,178千円 167,178千円

目 人家、公共施設など重要な保全対象に被害を及ぼす山崩れや治山施設災害等の内、国庫補助の

的 対象とならない小規模な荒廃地の復旧や災害を防止するための防災対策を実施する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・渓間工事

％ ％ ％ （治山ダム工の補修等）

事 － 県 154,678 0 100 0 ・山腹工事

業 （土留工、緑化工等）

概 － 市町村 12,500 0 50 50 ・委託業務

要

採択基準（県営）人家3戸以上の保全、被害拡大防止上必要と認められるもの等

備 （補助）人家1～2戸に直接被害を与え、又は与える恐れがあると認められるもの等

考 事業費の限度額（県営・補助）原則として800万円未満
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森林整備課

平成31年度 平成30年度

(19) 民有林直轄治山事業負担金 予算： 239,871千円 158,115千円

目 平成２３年９月の台風１２号災害箇所のうち事業規模が著しく大きく、高度な技術を要する箇

的 所において、国が実施する事業に係る負担金。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・実施箇所：4箇所

％ ％ ％ 田辺市(旧田辺 1､旧大塔 1､旧本宮 2)

事 田辺市 国 239,871 0 100 0 ・渓間工（治山ダム工等）

業 (紀伊 ・山腹工（緑化工等）

概 田辺地区)

要

全体計画箇所：７箇所

備 旧大塔村本田垣内、旧大塔村愛賀合（平成29年度完了）、

旧本宮町八升前（平成30年度完了）、旧本宮町下モ谷西側、旧本宮町上平治川、

考 旧本宮町菖蒲谷（平成26年度完了）、旧田辺市上秋津

平成31年度 平成30年度

(20) 和歌山治山防災情報システム事業 予算： 22,652千円 3,313千円

目 東南海・南海地震の発生や局所的な豪雨等による土砂災害の発生に備え「山地災害危険地区」

的 の情報を一般公開し、県民の防災意識向上と災害時の避難支援対策の推進に資する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・システム情報の更新

％ ％ ％ ・システム保守点検

事 県内全域 県 22,652 0 100 0 ・システムのＯＳ更新及び再構築

業

概

要

備

考
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森林整備課

平成31年度 平成30年度

(21) 保安林整備管理事業 予算： 4,690千円 4,587千円

目 知事権限である重要流域以外の1～3号保安林及び4号以下の保安林の指定・解除や標識設置等

的 による適正管理に努め、保安林としての機能の維持強化を図る。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・重要流域以外の1～3号保安林及び4号以

％ ％ ％ 下の保安林の指定・解除

事 － 県 4,690 50 50 0 ・標識設置、台帳整備（全保安林）

業 ・損失補償（4号以下の保安林）

概 0 100 0

要 対象保安林面積 90,823ha
標識設置 20本

損失補償 120.7805ha

森林法

備 和歌山県保安林損失補償及び受益者負担に関する要綱

考

平成31年度 平成30年度

(22) 保安林整備受託事業 予算： 4,541千円 6,632千円

目 農林水産大臣権限である重要流域の1～3号保安林の指定・解除や計画的な保安林の配備によ

的 り、流域単位の森林機能の保全と維持を図る。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・重要流域の1～3号保安林の指定・解除

％ ％ ％ 等

事 － 県 4,541 100 0 0 ・損失補償（1～3号保安林）。

業

概 対象保安林面積 26,364ha
要 損失補償 10.7922ha

森林法

備 和歌山県保安林損失補償及び受益者負担に関する要綱

考
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森林整備課

平成31年度 平成30年度

(23) 林地開発許可制度実施事業 予算： 2,526千円 2,540千円

目 森林の秩序ある開発と保全を図るため、許可制度の適正な運用を行う。

的

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 ・保安林以外の民有林の1ha を超える開
％ ％ ％ 発の許可、指導

事 － 県 2,526 0 100 0

業 林地開発許可件数 144件 2,474ha
概

要

森林法

備

考

平成31年度 (平成30補正) 平成30年度

(24) 森林環境保全整備事業 予算： 764,466千円 (246,838千円) 763,851千円

目 健全な森林を造成するため、間伐をはじめとした森林整備を総合的に実施する。

的

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 （主な事業）

市町村 ％ ％ ％ ・森林環境保全直接支援事業 1,940ha
事 県内全域 森林組合 1,781,729 30 10 60 ・特定森林再生事業 142ha
業 個 人 ・花粉発生源対策促進事業 15ha
概 計 2,097ha
要 わかやま ・植栽、下刈り、除伐、間伐 等

森林と緑 30 20 50

の公社

森林法

備

考 ※ 平成31年度は、上記以外に国の平成30年度第２次補正（平成31年度前倒し等）として

予算額 246,838千円（事業費 593,688千円）がある。（事業内容：間伐等 469ha）
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森林整備課

平成31年度 平成30年度

(25) 森林資源循環利用促進事業 予算： 250,000千円 197,310千円

目 意欲と能力のある経営体が実施する主伐時の集材と再造林の一貫作業や搬出間伐等に対する支

援により、森林資源の循環利用を促進する。また、コンテナ苗生産基盤施設の整備や林野火災

的 予防体制を強化する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 （主な事業内容）

市町村 % % % ・主伐時の集材と 70ha
事 県内全域 森林組合 257,759 100 0 0 再造林の一貫作業

業 個 人 ・鳥獣害防護柵 20,000ｍ

概 50 0 50 ・間伐 338ha
要 わかやま ・森林作業道(間伐) 11,963ｍ

森林と緑 ・コンテナ苗育苗施設 １式

の公社

備

考

平成31年度 平成30年度

(26) 優良種苗育成事業 予算： 4,602千円 5,097千円

目 木材生産の増大及び林業の安定的発展を図り、又は花粉症や松くい虫などの諸問題を育種から

的 のアプローチにより解決するため、優良な種苗を育成し、供給する。

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 （主な事業内容）

％ ％ ％ ・育種母樹林からの種子採取

事 － 県 4,602 0 100 0 ・採種園、採穂園の管理

業 ・花粉症対策品種の育苗

概 50 50 0 ・抵抗性マツの育苗

要

林業種苗法

備 森林・林業基本法

考
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森林整備課

平成31年度 平成30年度

(27) 森林病害虫等防除事業 予算： 38,424千円 39,580千円

目 健全な森林を保全し、その有する公益的機能を確保するため、森林病害虫等防除法に基づき森

的 林病害虫等の防除対策を総合的に推進する。

事 業 費 負 担 割 合

実施地区 事業主体 （予算額） （主な事業内容）

千円 国 県 他 【松くい虫対策】

事 ％ ％ ％ ・特別防除 116.0ha
業 和歌山市 県 47,159 0 100 0 ・地上散布 232.7ha
概 ほか9市町 市町村

～ ～ ～
・伐倒駆除 75.0㎥

要 森林所有者 50 25 2/3 ・特別伐倒駆除 101.6㎥

・樹幹注入 1,331本（薬剤）

【なら枯れ対策】

・おとり丸太設置 5箇所

森林病害虫等防除法

備

考

平成31年度 平成30年度

(28) 県有林経営管理事業 予算： 50,699千円 19,967千円

目 国土の保全及び森林資源の培養並びに県有財産の造成を図るため、保育事業等を実施する。

的

実施地区 事業主体 事 業 費 負 担 割 合

千円 国 県 他 【県有林】

％ ％ ％ 箇所数：16地区

事 田辺市龍神 県 50,699 0 100 0 面 積：4,466ha(うち人工林2,520ha)
業 村外

概 51 49 0 【平成31年度事業内容】

要 管 理 員 5 人

皆 伐 10.0ha
保育間伐 25.0ha
林業専用道整備(W=3.5ｍ) 1,400ｍ

ほか

和歌山県県有林経営規程

備 和歌山県県有林事務規程

考


